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け
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人
と
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の
関
係

災
害
と
予
言
と
反
乱

長

谷

川

岳

史

龍

谷

大

学

一

は

じ

め

に

仏
教
と
自
然

と
い
う
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
筆
者
が
と
り
あ
げ
た
題
材
は
、
仏
教
に
お
い
て
教
理
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
外
界
や
世
間

の
範

と
し
て
の

自
然

で
は
な
く
、
我
々
の
生
活
環
境
に
有
無
を
言
わ
せ
ず
影
響
を
及
ぼ
す
災
害
を
も
た
ら
す

自
然

で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
意
味
で
の

自
然

は
、
現
代
に
お
い
て
も
人
為
的
な
作
為
の
影
響
が

慮
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
な
に
も

現
代
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
人
類
史
上
、
常
に
何
ら
か
の
形
で
人
間
と
の
関
連
で
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
き
た
。

本
研
究
で
は
、
ま
ず
、
中
国
に
お
い
て
組
織
的
に
仏
教
や
道
教
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
、
自
然
現
象
と
し
て
の
災
害

を
人
間
の
行
動
と
の
連
関
で
と
ら
え
、
そ
れ
を
予
測
し
よ
う
と
し
た

緯
思
想
が
流
行
し
、
つ
い
で
仏
教
伝
来
以
降
、
南
北
朝
時
代
に
か

け
て
、
そ
れ
が
い
か
に
仏
教
に
浸
透
、
あ
る
い
は
要
請
さ
れ
て
い
た
の
か
み
て
い
き
、
さ
ら
に
災
害
の
被
害
を
最
も
被
っ
た
民
間
に
お
い

て
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
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二

中
国
に
お
け
る
災
害
観
の
基
盤
と
な
る

緯
思
想

漢
代
の

緯
文
献
か
ら
道
教
経
典
に
至
る
終
末
思
想
を
検
討
さ
れ
た
菊
地
章
太
氏
の

１
研
究
に
よ
る
と
、
漢
代
お
い
て
自
然
現
象
と
し
て

の
災
害
は
、
天
が
人
間
の
過
ち
を
咎
め
る
た
め
に
も
た
ら
す
と
す
る
天
人
相
関
の
思
想
の
も
と
で

え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
自
然
が
平
穏

で
、
社
会
が
平
和
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
社
会
が
乱
れ
て
い
る
時
は
、
こ
れ
が
災
害
の
前
兆
と
な
り
、
ま
た
、
災
害
が
お
き
れ
ば
、

こ
れ
が
社
会
の
乱
れ
る
前
兆
と

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
は
、

漢
書

に
み
ら
れ
る
君
主
あ
る
い
は
国
家
の
状
況
と
天
と
し
て
の

自
然
の
状
況
と
の
関
係
を
述
べ
た
文
で
あ
る
。

漢
書

巻
七
十
五

李
尋
伝

哀
帝
久
寝
疾
…
…
於
是
詔
制
丞
相
御
史

…
…
朕
以
眇
身
入
継
太
祖
、
承
皇
天
、
総
百
僚
、
子
元
元
、
未
有
応
天
心
之
效
。
即
位
出

入
三
年
、
災
変
数
降
、
日
月
失
度
、
星
辰
錯
謬
、
高
下
貿
易
、
大
異
連
仍
、
盗
賊
並
起
。
朕
甚
懼
焉
、
戦
戦
兢
兢
、
唯
恐

２
陵
夷
。

漢
書

巻
五
十
六

董
仲
舒
伝

国
家
将
有
失
道
之
敗
、
而
天
乃
先
出
災
害
以
譴
告
之
、
不
知
自
省
、
又
出
怪
異
以
警
懼
之
、
尚
不
知
変
、
而
傷
敗
乃
至
。
以
此
見
天

心
之
仁
愛
人
君
而
欲
止

３
其
乱
。

漢
書

巻
五
十
六

董
仲
舒
伝

故
為
人
君
者
。
正
心
以
正
朝
廷
、
正
朝
廷
以
正
百
官
、
正
百
官
以
正
万
民
、
正
万
民
以
正
四
方
。
四
方
正
、
遠
近
莫
敢
不
一
於
正
、

而
亡
有
邪
気
奸
其
間
者
。
是
以
陰
陽
調
而
風
雨
時
、

生
和
而
万
民
殖
、
五
穀
孰
而

木
茂
、
天
地
之
間
被
潤
沢
而
大
豊
美
、
四
海

之
内
聞
盛
徳
而
皆
徠
臣
、
諸
福
之
物
、
可
致
之
祥
、
莫
不
畢
至
、
而
王
道

４
終

。
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自
然
現
象
と
し
て
の
災
害
を
人
間
の
行
為
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
る
見
方
は
、
官
民
問
わ
ず
流
布
し
、
漢
代
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
災
害
観
は
易
学
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
災
害
と
人
為
の
連
関
に
お
い
て
、
そ
こ
に
予
言
の
可
能
性
が
内
包

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
そ
れ
は

緯
思
想
と
し
て
拡
大
さ
れ
た
。

緯
思
想
と
は
、
様
々
な
定
義
が
あ
る
が
、
平
秀

５
道
氏
に
よ
る
と
、
厳
密
に
言
え
ば

と

緯

と
に
分
類
さ
れ
る
。

と

は
未
来
の
吉
凶
禍
福
の
前
兆
の
事
を
意
味
し
、
ま
た
そ
の
予
言
書
の
こ
と
。

緯

と
は
儒
教
の
易
・
尚
書
・
詩
・
礼
・
春
秋
等
の
経
書

に
対
し
て
起
こ
っ
た
易
緯
是
類
謀
・
尚
書
緯

霊
曜
・
詩
緯
含
神
霧
・
礼
緯
含
文
嘉
・
春
秋
元
命
苞
な
ど
の
緯
書
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
緯

書
は
、
前
漢
武
帝
以
後
、
経
学
が
隆
盛
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
こ
れ
を
民
間
に
も
流
布
す
べ
く
儒
教
が
当
時
の
民
間
思
想
に
適
応
さ
せ

よ
う
と
し
て
起
こ
し
た
も
の
で
、
経
義
に
古
伝
説
・
瑞
祥
・
符
命
・

言
・
天
文
暦
法
・
星
占
・
陰
陽
五
行
思
想
な
ど
を
取
り
入
れ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
緯
書
は
予
言
的
色
彩
が
強
く
、
徐
々
に

に
類
似
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

緯

と
併

称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
漢
代
か
ら
唐
代
に
い
た
る
ま
で
災
異
・
政
変
な
ど
に
関
す
る
予
言
的
思
想
・
言
説
全
体
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
つ
た
（
図

・
図
緯
・

記
・
謡

）。

緯
思
想
は
そ
の
予
言
的
性
格
を
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
本
来
の
基
盤
で
あ
る
民
間
へ
の
影
響
力
も
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
流
行
す
る
が
、
度
々
禁
止
も
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
文
は

緯
書

に
述
べ
ら
れ
る
災
害
の
様
相
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
面
の
課
題
に
対
す
る
予
言
と
い
う
よ
り
も
、
世
の
滅
亡
を
思
わ
せ
る
予
言
で
あ
り
、

さ
ら
に

河
図
挺
佐
輔

に
は

百
世

や

千
歳

と
い
っ
た
時
間
的
な
経
過
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
生
々
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
後
に
仏
教
が
、
こ
の
領
域
で
果
た
し
て
い
く
役
割
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

河
図
挺
佐
輔

百
世
之
後
、
地
高
天
下
、
不
風
不
雨
、
不
寒
不
暑
、
民
復
食
土
、
皆
知
其
母
、
不
知
其
父
、
如
此
千
歳
之
後
、
而
天
可
倚
杵
、
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仏
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隆
隆
、
曾
莫
知
其

６
始
終
。

易
緯
是
類
謀

斗
機
絶
縄
、
玉
衝
撥
、
摂
提
亡
、
五
星
合
、
狼
狐
張
、
昼
視
無
日
、
虹

煌
煌
、
夜
視
無
月
、
彗

将
将
、
当
蔵
者
出
、
当
出
者
消
、

易
期
、
…
…
臣
従
恣
、
主
方

、
天
下
愁
、
山
泉
揚
、
志
射
潰
、
地
裂
山
崩
、
…
…
民
衣
霧
、
主
吸
霜
、
間
可
倚
杵
於
何
蔵
、
不

知
夏
、
不
知
冬
、
不
見
父
、
不
見
兄
、
望
之
莫
莫
、
視
之
盲
盲
、
賢
人

、
咽
舌
吟
、
或
席
喘
、
虎
感
号
、

党
仮
威
、
出
坐

７
玉
牀
。

三

仏
教
徒
に
浸
透
し
て
い
た

緯
思
想

仏
教
が
伝
来
し
て
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、

緯
思
想
は
仏
教
に
深
く
浸
透
し
、

緯
は
僧
侶
の
役
割
の
重
要
な
要
素
で
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
こ
の
間
、

緯
的
色
彩
の
濃
い
仏
教
経
典
が
作
成
さ
れ
、
実
際
、
イ
ン
ド
・
西
域
か
ら
伝
来
し
た
で
あ
ろ
う
経
典
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
内
容
か
ら

緯
書
と
み
な
さ
れ
た
経
典
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
高
僧
の
伝
記
に
お
い
て
も
、
当
時
の
僧
が

緯
に
通
じ

て
い
た
こ
と
を
示
す
用
例
は
多
い
。
北
魏
に
お
い
て
仏
教
を
モ
デ
ル
に
し
て
教
団
と
し
て
成
立
し
た
道
教
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
仏
教
を

意
識
し
な
が
ら

緯
的
経
典
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

﹇
北
魏

太
武
帝

太
平
真
君
五
年
（
四
四
四
年
）
の
詔
（

緯
書
の
隠
蔵
と
沙
門
を
匿
う
こ
と
を
禁
ず
る
文
）﹈

詔
曰
、
愚
民
無
識
、
信
惑
妖
邪
、
私
養
師
巫
、
挟
蔵

記
陰
陽
図
緯
方
伎
之
書
。
又
沙
門
之
徒
、
仮
西
戎
虚
誕
、
生
致
妖

、
非
所

以
一
斉
政
化
、
布
淳
徳
於
天
下
也
。
自
王
公
已
下
至
於
庶
人
、
有
私
養
沙
門
、
師
巫
及
金
銀
工
巧
之
人
在
其
家
者
、
皆
遣
詣
官
曹
、

不
得
容
匿
。
限
今
年
二
月
十
五
日
、
過
期
不
出
師
巫
、
沙
門
身
死
、
主
人
門
誅
。
明
相
宣
告
、
咸
使

８
聞
知
。
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﹇
高
僧
伝
な
ど
に
み
ら
れ
る
記
述
﹈

曇

迦
羅
（
三
世
紀
、
魏
の
嘉
平
年
中
（
二
四
九
〜
二
五
三
）
に
洛
陽
に
入
る
）

善
学
四
圍
陀
論
。
風
雲
星
宿
図

運
変
莫
不

９
該
綜
。

康
僧
会
（
〜
二
八
〇
）

其
先
康
居
人
、
世
居
天
竺
。
…
…
為
人
弘
雅
有
識
量
、
篤
志
好
学
、
明
練
三
蔵
、
博
覧
六
典
、
天
文
図
緯
多
所

10
貫
渉
。

道
安
（
三
一
二
〜
三
八
五
）
伝

友
人
で
あ
る
隠
士
王
嘉
（
王
子
年
）
に
つ
い
て

嘉
字
子
年
。
洛
陽
人
也
。
形
貌
鄙
陋
似
若
不
足
。
本
滑
𥡴
好
語
笑
。
然
不
食
五
穀
清
虚
服
気
。
人
咸
宗
而
事
之
。
往
問
善
悪
。
嘉
随

而
応
答
。
語
則
可
笑
。
状
如
調
戯
。
辞
似

記
。
不
可
領
解
。
事
過

11
多
験
。

四

三

劫

と

三

災

災
害
と
の
関
連
に
お
い
て
予
言
的
性
格
を
持
つ

緯
思
想
と
仏
教
と
の
接
点
を
経
典
に
み
い
だ
す
と
、
西
晋
の
法
立
・
法
炬
訳

大
楼

炭
経

や
後
秦
の
仏
陀
耶
舎
・
竺
仏
念
訳

仏
説
長
阿
含
経

と
い
っ
た
阿
含
経
典
に
み
ら
れ
る

三
小
（
中
）
劫

三
災

が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。
そ
こ
に
は

刀

劫
（
兵
劫
）

穀
貴
劫

疫
病
劫
（
疾
疫
劫
）

と

火
災

水
災

風
災

に
よ
る
世
界
の
終
末
が

述
べ
ら
れ
る
が
、
災
い
の
及
ば
な
い
場
所
と
世
界
の
再
生
も
指
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
い
っ
た
仏
教
経
典
が
伝
来
す
る
以
前
に
、
中
国
に
は
災
害
と
そ
の
時
間
的
経
過
に
関

す
る
要
素
は
揃
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
災
害
と
そ
の
時
間
的
経
過
を
示
す
思
想
は
、
仏
教
を
待
た
ず
と
も
中
国
で
す

で
に
成
立
し
て
お
り
、
さ
ら
に
仏
教
用
語
で
あ
る

劫

三
災

と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
仏
教
的
意
味
内
容
を
離
れ
て
、
道
教
経
典
に
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仏
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も
利
用
さ
れ
、
広
く
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
た
だ
、
世
界
の
終
末
を
述
べ
な
が
ら
も
、
災
い
の
及
ば
な
い
場
所
と
世
界
の
再
生
を
説
く
こ

と
が
持
つ
宗
教
的
意
義
は
大
き
く
、
こ
れ
は
後
に
救
済
者
待
望
の
思
想
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

五

災
害
と
陀
羅
尼
・
経
典
の
読
誦
・
受
持

菊
地
章

12
太
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
東
晋
・
五
胡
十
六
国
時
代
の
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
訳
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
撰
述
さ
れ
た
）

と

え
ら
れ
る
経
典
に
は
、
特
に
災
害
を
逃
れ
る
た
め
経
典
の
受
持
（
道
教
経
典
に
も
同
様
の
手
法
を
と
る
も
の
が
あ
る
）
や
陀
羅
尼
の
功

徳
を
強
調
す
る
も
の
が
多
く
、

緯
的
性
格
を
内
包
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
要
素
に
、
さ
ら
に

末
世

と
い
う
世
の
終
末
の
危
機
感
と

法
滅

と
い
う
仏
法
の
滅
と
い
う
危
機
感
が
融
合
し
た
例
を
み
て
い
く
。

東
晋
天
竺
三
蔵
帛

梨
蜜
多
羅
訳

仏
説
灌
頂
七
万
二
千
神
王
護
比
丘
呪
経

（

灌
頂
経

巻
一
）

当
爾
歳
時
国
国
相
伐
。
民
多
荒
乱
飲
食
勇
貴
。
多
諸
盗
賊
横
死
者
半
。
又
諸
悪
王
断
滅
三
宝
使
法
言
不
通
。
破
塔
滅
僧
三
宝
漸
末
。

中
国
之
王
雖
有
信
心
。
不
能
究
竟
多
所
禁
制
。
心
不
専
一
迷
惑
於
異
道
。
…
…
如
是
展
転
遇
好
巌
室
。
見
有
宝
函
開
而
看
之
。
見
此

経
目
以
紫
金
書
。
刻
鏤
栴
檀
簡
上
。
此
比
丘
見
已
一
心
合
掌
。
頭
面
作
礼
誦
持
修
行
。
如
是
妙
典
仏
法
既
滅
。
出
千
歳
時
災
変
如
是
。

諸
仏
菩
薩
応
真
聖
僧
。
天
龍
八
部
一
切
鬼
神
。
見
此
災
怪
愍
念
衆
生
。
於
末
世
中
受
諸
苦
悩
。
使
是
比
丘
出
現
於
世
。
救
度
危
厄
苦

患
衆
生
。
不
為
九
横
之
所
得
便
。
以
此
経
典
使
諸
四
輩
。
比
丘
比
丘
尼
清
信
士
清
信
女
。
読
誦
宣
伝
教
授
後
世
一
切
善
男
子
善
女
人

等
輩
。
使
其
獲
得
吉
祥
之
福
。
…
故
使
末
世
諸
比
丘
輩
。
有
信
行
者
有
誹
謗
者
。
是
故
重
問
於
世
尊
耳
。
惟
願
更
演
化
於
未
聞
…
…

仏
告
阿
難
我
説
是
経
。
利
益
一
切
無
量
衆
生
。
我
若
不
説
此
経
呪
術
。
当
来
末
世
一
切
衆
生
。
雖
見
我
法
微
妙
真
実
。
心
意
貪
楽
由

其
業
行
。
習
悪
来
久
信
根
浅
薄
。
未
解
深
法
至
真

13
之
化
。

中
国
仏
教
に
お
け
る
人
と
自
然
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関
係
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史
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こ
の

仏
説
灌
頂
七
万
二
千
神
王
護
比
丘
呪
経

は
、
い
わ
ゆ
る
疑
経
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

千
歳
時
災
変

に
と
も
な
う
仏
法
の
滅

が
説
か
れ
る
が
、
こ
の

千
歳

と
い
う
時
間
の
限
定
は
、
先
の

河
図
挺
佐
輔

に
も
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
純
粋
に

法
滅

や

末
法

と
い
う
仏
教
思
想
か
ら
の
影
響
で
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
は

え
に
く
い
。
な
お
、

法
滅

や

末
法

に
関
わ
る
時

間
枠
の
設
定
に
は
、
少
な
く
と
も
十
数
パ
タ
ー
ン
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

14
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
に
は
、
災
変
に
苦
し
ん
だ
末
世
の
衆
生

を
仏
・
菩
薩
や
比
丘
・
比
丘
尼
が
救
済
す
る
と
い
う
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
仏
教
伝
来
以

前
に
す
で
に
中
国
に
存
在
し
て
い
た
災
害
に
よ
る
世
の
終
末
（
崩
壊
）
と
そ
の
時
間
的
経
過
に
関
す
る
要
素
と
、
仏
法
の
消
滅
に
対
す
る

危
機
感
と
そ
の
時
間
枠
に
居
合
わ
せ
た

末
世

の
衆
生
を
救
済
す
る
仏
教
的
存
在
と
い
う
要
素
で
あ
り
、
前
者
の
基
盤
の
上
に
、
後
者

が
仏
教
的
意
味
合
い
を
も
っ
て
付
加
さ
れ
て
い
る
と

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

六

救
済
者
の
要
請
〜
月
光
童
子
信
仰
を
中
心
に
し
て
〜

東
晋
・
五
胡
十
六
国
の
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
と

え
ら
れ
る
経
典
に

緯
的
性
格
を
内
包
し
て
い
る
も
の
が
多

い
の
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
社
会
不
安
と
災
害
が
予
言
を
裏
付
け
る
も
の
と

え
ら
れ
、
そ
こ
に
宗
教
的
救
済
者
を
設
定
し
入
り
込
む
余

地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仏
教
も
そ
の
素
材
を
用
意
し
、
宗
教
的
権
威
を
提
示
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
偽
経
（
疑
経
）
と
呼

ば
れ
る
経
典
制
作
や
翻
訳
者
の
加
筆
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
要
素
を
盛
り
込
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
多
発
す
る
仏
教
徒
の
主
導
し
た

反
乱
の
動
機
が
、
こ
う
い
っ
た
経
典
に
み
ら
れ
る

緯
的
要
素
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
時
期
、
こ
れ
ら
の
経
典
の

緯
的
性
格
と
と
も
に
、
仏
典
本
来
の
性
格
と
は
異
な
る
形
で
信
仰
さ
れ
た
月
光
童
子
を

取
り
上
げ
る
。
こ
の
月
光
童
子
信
仰
は
、
東
晋
末
期
に
頻
発
し
た
江
南
の
水
害
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
つ
い
に
は
北
方
に
も
広
ま
っ
た
。
そ

中
国
仏
教
に
お
け
る
人
と
自
然
の
関
係

（
長
谷
川
岳
史
）
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し
て
北
魏
の

平
年
間
（
五
一
六
〜
五
一
七
）
に
お
い
て
、
沙
門
（
？
）
法
権
が
劉
景

と
い
う
九
歳
の
子
供
を
救
済
者

月
光
童
子

と
宣
伝
し
て
農
民
反
乱
を
引
き
起
こ
す
。

砂
山

15
稔
氏
に
よ
る
と
、
月
光
童
子
を
主
人
公
と
す
る
経
典
と
し
て
は
、

月
光
童
子
経

（

申
日
経

）
が
あ
り
、
漢
訳
に
は
以
下
の
三

本
が
存
在
す
る
。

西
晋
月
氏
三
蔵
竺
法
護
訳

仏
説
月
光
童
子
経

西
晋
月
氏
三
蔵
竺
法
護
訳

仏
説
申
日
経

（
開
元
説
中
無
法
護
訳
恐
是
支
謙
誤
為
法
護
）

宋
天
竺
三
蔵
求
那
跋
陀
羅
訳

申
日

本
経

こ
れ
ら
の
経
典
は
、
外
道
の
信
者
で
あ
っ
た
王
舎
城
の
長
者
申
日
が
、
仏
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
時
、
子
の
月
光
童
子
が
父
を
諫
め
、
最

後
に
は
一
家
が
仏
教
に
帰
依
し
た
と
い
う
内
容
を
持
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
本
の
な
か
で
、

仏
説
申
日
経

の
み
経
文
中
に
、

月
光
童
子
当
出
於
秦
国
作
聖
君
。
受
我
経
法
興
隆
道
化
。
秦
土
及
諸
辺
国
。

善
烏
長
帰
茲
疏

大
宛
于
塡
。
及
諸

虜
夷
狄
。
皆

当
奉
仏
尊
法
普
作
比
丘
。
其
有
一
切
男
子
女
人
。
聞
申

16
日
経
。

と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
月
光
童
子
が

秦
国

に
出
現
し
、
聖
君
と
な
り
、
周
辺
の
西
域
諸
国
ま
で
そ
の
信
奉
が
広
ま
る
と
い
う
内

容
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
災
害
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
救
済
者
と
し
て
の
月
光
童
子
を

え
る
上
で
の
端
緒
と
な
る
記
述
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
は
、
仏
教
徒
に
と
っ
て
月
光
童
子
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
東
晋
の
支
道
林
（
支
遁

三
一
四
〜
三
六
六
）

と
道
安
（
三
一
二
〜
三
八
五
）
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

支
道
林
（
支
遁
）

月
光
童
子
讃

中
国
仏
教
に
お
け
る
人
と
自
然
の
関
係

（
長
谷
川
岳
史
）

二
七
四



霊
童
綏
神
理
。
恬
和
自
交
忘
。
弘
規
愍
昏
俗
。
統
体
称
月
光
。
心
為
両
儀
蘊
。
迹
為
流
溺
梁
。
英
姿
秀
乾
竺
。
名
播
赤
縣
郷
。
神
化

詭
俗
網
。
玄
羅

遊
方
。
丘
巌
積
陳
痾
。
長
駆
幸
玉
堂
。
汲
引
興
有
待
。
冥
帰
無
尽
場
。

翼
栖
高

。
凌
風
振

17
奇
芳

道
安
伝

習
鑿
歯
（
〜
三
八
四
）
か
ら
の
手
紙

時

陽
習
鑿
歯
鋒
辯
天
逸
龍
罩
当
時
。
其
先
聞
安
高
名
。
早
已
致
書
通
好
曰
。
承
応
真
履
正
。
明
白
内
融
。
慈
訓
兼
照
。
道
俗
斉
蔭
。

自
大
教
東
流
四
百
余
年
。
雖
蕃
王
居
士
時
有
奉
者
。
而
真
丹
宿
訓
先
行
上
世
。
道
運
時
遷
俗
未

悟
。
自
頃
道
業
之
隆
。
咸
無
以
匹
。

所
謂
月
光
将
出
霊
鉢
応
降
。
法
師
任
当
洪
範
化
洽
幽
深
。
此
方
諸
僧
咸
有
思
慕
。
若
慶
雲
東
徂
摩
尼
廻
曜
。
一

七
宝
之
座
暫
現
明

哲
之
灯
。
雨
甘
露
於
豊
草
。
植
栴
檀
於
江

。
則
如
来
之
教
復
崇
於
今
日
。
玄
波

重
盪
於
一

18
代

。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
道
安
伝
の
内
容
に
み
ら
れ
る

月
光
将
出
霊
鉢
応
降

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
状
を
打
破
し
新
し

い
世
界
を
も
た
ら
す
月
光
童
子
の
出
現
と
霊
鉢
（
仏
鉢
）
が
飛
来
す
る
と
い
う
飛
鉢
信
仰
と
が
合
わ
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
両
者
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
僧
祐
撰

出
三
蔵
記
集

巻
五

新
集
疑
経
偽
撰
雑
録

第
三
（
五
一

19
八
年
）

に
は
、観

月
光
菩
薩
記
一
巻

仏
鉢
記
一
巻

或
云
仏
鉢
記
甲
申
年
大
水
及
月
光
菩
薩
出
事

弥

下
教
一
巻

在
鉢

20
記
後

と
い
う
並
び
で
、
月
光
童
子
と
仏
鉢
、
さ
ら
に
弥

と
が
連
関
し
て
列
記
さ
れ
、

仏
鉢
記

に
は
甲
申
年
大
水
に
月
光
童
子
が
出
現
す

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
こ
に
月
光
童
子
と
水
害
、
さ
ら
に
は
弥

出
世
の
前
に
出
現
す
る
月
光
童
子
と
い
う
位

置
づ
け
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に

甲
申
年
大
水

と
は
、
中
国
の
人
に
と
っ
て
最
も
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
同
時
に

中
国
仏
教
に
お
け
る
人
と
自
然
の
関
係

（
長
谷
川
岳
史
）
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地
を
再
生
さ
せ
る
災
害
で
あ
る
水
害
が
、
東
晋
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て

甲
申
年

と
い
う
時
間
の
枠
に
お
い
て
予
言
的

に
語
ら
れ
た
も
の
で
、
道
教
経
典
に
多
く
見
ら
れ
る
。
道
教
で
は
こ
の

甲
申
年
大
水

に
救
済
者

真
君
李
弘

の
出
世
が
期
待
さ
れ

て

21
い
る
。

ま
た
、
水
害
と
月
光
童
子
、
さ
ら
に
弥

と
の
連
関
を
述
べ
る
経
も
存
在
し
、
そ
こ
に
は
法
滅
時
に
お
こ
る
社
会
不
安
と
天
候
不
順
、

飢
饉
、
疫
病
の
流
行
、
さ
ら
に
無
期
に
お
よ
ぶ
大
水
の
時
に
出
世
す
る
月
光
童
子
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
数
千
万
年
後
に
出
現
す
る

弥

仏
の
天
下
泰
平
の
世
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

僧
祐
説
中
失
訳
経
人
名
今
附
宋
説

仏
説
法
滅
尽
経

法
欲
滅
時
女
人
精
進
恒
作
功
徳
。
男
子
懈
慢
不
用
法
語
。
眼
見
沙
門
如
視
糞
土
無
有
信
心
。
法
将

没
。
登
爾
之
時
諸
天
泣
説
。
水

旱
不
調
五
穀
不
熟
。
疫
気
流
行
死
亡
者
衆
。
人
民
勤
苦
縣
官
計
剋
。
不
順
道
理
皆
思
楽
乱
。
悪
人
転
多
如
海
中
沙
。
善
者
甚
少
若
一

若
二
。
劫
欲
尽
故
日
月
転
短
人
命
転
促
。
四
十
頭
白
。
男
子
婬
妖
精
尽
夭
命
。
或
寿
六
十
。
男
子
寿
短
女
人
寿
長
。
七
八
九
十
或
至

百
歳
。
大
水
忽
起
卒
至
無
期
。
世
人
不
信
故
為
有
常
。
衆
生
雑
類
不
問
豪
賤
。
没
溺
浮
漂
魚

食

。
時
有
菩
薩
辟
支
羅
漢
。
衆
魔

駆
逐
不
預
衆
会
。
三
乗
入
山
福
徳
之
地
。
恬

自
守
以
為
欣
快
寿
命
延
長
。
諸
天
衛
護
月
光
出
世
。
得
相
遭
値
共
興
吾
道
。
五
十
二

歳
。
首

厳
経
。
般
舟
三
昧
。
先
化
滅
去
。
十
二
部
経
尋
後
復
滅
。
尽
不
復
現
。
不
見
文
字
。
沙
門
袈
裟
自
然
変
白
。
吾
法
滅
時
譬

如
油
灯
。
臨
欲
滅
時
光
明
更
盛
。
於
是
便
滅
。
吾
法
滅
時
亦
如
灯
滅
。
自
此
之
後
難
可
数
説
。
如
是
之
後
数
千
万
歳
。
弥

当
下
世

間
作
仏
。
天
下
泰
平
毒
気
消
除
。
雨
潤
和
適
五
穀
滋
茂
。
樹
木
長
大
人
長
八
丈
。
皆
寿
八
万
四
千
歳
。
衆
生
得
度
不
可
称
計
。
賢
者

阿
難
作
礼
白
仏
。
当
何
名
斯
経
。
云
何
奉
持
。
仏
言
。
阿
難
。
此
経
名
為
法
滅
尽
。
宣
告
一
切
宜
令
分
別
。
功
徳
無
量
不
可
称
計
。

四
部
弟
子
聞
経
悲
惨

。
皆
発
無
上
聖
真
道
意
。
悉
為
仏
作
礼

22
而
去
。

中
国
仏
教
に
お
け
る
人
と
自
然
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こ
の

法
滅
尽
経

は
、
明
ら
か
に
中
国
撰
述
で
あ
ろ
う
が
、
慧
思
（
五
一
四
〜
五
七
七
）
が
正
像
末
の
三
時
を
立
て
る
場
合
の
典
拠

と
な
り
、
道
宣
（
五
九
六
〜
六
六
七
）
も
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
で
は
法
滅
と
い
う
仏
教
の
消
滅
と
天
変
地
異
に
よ
る
世
の
消

滅
が
、
ほ
と
ん
ど
同
一
視
さ
れ
て
お
り
、
無
期
の
大
水
に
と
も
な
っ
て
出
現
す
る
月
光
童
子
も
、
そ
の
後
出
現
す
る
弥

仏
も
、
仏
教
の

動
向
の
み
な
ら
ず
、
天
地
自
然
の
動
向
に
随
伴
す
る
、
あ
る
い
は
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
月
光
童
子
の
内
容
は
、
先
に
述
べ
た
北
魏
の

平
年
間
（
五
一
六
〜
五
一
七
）
に
お
こ
っ
た
月
光
童
子
の
反

乱
の
動
機
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
で
は
真
に
天
下
泰
平
を
も
た
ら
す
の
は
弥

仏
で
あ
る
。
な
ぜ
、
月
光
童
子
信

仰
な
る
も
の
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
こ
の
場
合
は
、
五
一
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
河
北
一
帯
を
襲
っ
た
大
飢
饉
と

大
水

と
い
う
現
実
の
災
害
が
、
月
光
童
子
の
即
時
出
現
を
待
望
さ
せ
た
の
で
あ

23
ろ
う
。

七

結

語

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
は
仏
教
伝
来
以
前
に
、
自
然
現
象
と
し
て
の
災
害
を
人
間
の
行
為
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら

え
る
見
方
が
易
学
に
導
入
さ
れ
、

緯
思
想
と
し
て
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
災
害
と
人
為
、
そ
の
時
間
的
経
過
と
い
う
要
素

が
揃
っ
て
お
り
、
仏
教
は
こ
の
構
造
の
上
に
新
た
な
宗
教
的
理
論
づ
け
を
行
い
、
道
教
と
も
影
響
し
あ
い
な
が
ら
、
救
済
者
の
存
在
を

経

と
い
う
権
威
の
中
に
用
意
し
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
仏
教
本
来
の
要
素
の
中
に
こ
れ
ら
に
順
応
し
う
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
救
済
者
の
設
定
で
問
題
な
の
は
、
現
実
に
あ
っ
た
生
々
し
い
災
害
を
、
世
の
終
末
を
実
感
さ
せ
る
要
素
と
し

て
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
仏
教
の
消
滅
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
に
災
害
時
や
そ
の
後
に
も
存
在
し
て
い
る
変
化
の
な

い
状
況
を
偽
り
の
も
の
と
み
な
し
、
真
実
な
の
は
世
の
終
末
と
仏
教
の
消
滅
の
状
況
を
劇
的
に
救
済
す
る
者
と
設
定
し
た
構
造
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
そ
の
救
済
者
も
月
光
童
子
の
よ
う
に
、
本
来
有
し
て
い
た
性
格
が
状
況
に
応
じ
て
変
容
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
本
研
究
で
扱

っ
た
経
の
内
容
は
、
災
害
時
に
お
い
て
最
も
被
害
を
被
る
民
衆
の
不
安
と
救
済
に
対
す
る
期
待
に
仏
教
的
解
答
を
与
え
た
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
実
際
に
お
こ
っ
た
事
象
（
月
光
童
子
信
仰
に
基
づ
く
反
乱
な
ど
）
を

え
る
と
、
民
衆
の
即
時
救
済
に
対
す
る
期
待
の
処

理
を
、
救
済
者
と
未
来
の
世
に
場
を
掏
り
替
え
、
問
題
の
処
理
を
先
送
り
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

筆
者
は
、
こ
う
い
っ
た
現
実
逃
避
的
な
状
況
は
、
現
代
の
仏
教
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
と

え
危
機
感
を
覚
え
る
。
例
え
ば
、
現

代
に
お
い
て
、
人
間
の
不
安
と
救
済
に
対
す
る
期
待
を
利
用
し
た
無
責
任
な
救
済
者
を
設
定
す
る
仏
教
は
、
皆
無
で
あ
り
誰
も
支
持
し
て

い
な
い
と
い
え
る
の
か
。
ま
た
、
体
系
化
さ
れ
た
思
想
・
教
理
の
み
が
正
統
な
仏
教
で
あ
る
と
高
み
か
ら
い
う
の
な
ら
、
そ
の
正
統
な
仏

教
が
民
衆
の
現
実
生
活
に
ま
で
浸
透
し
た
状
況
が
、
仏
教
の
歴
史
の
な
か
で
ど
れ
ぼ
ど
あ
る
と
い
う
の
か
。
昨
今
、
現
代
社
会
の
問
題
に

仏
教
は
答
え
る
べ
き
だ
と
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

仏
教
は
万
能

と
い
う
よ
う
な

慢
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註１

本
研
究
に
お
い
て
は
、
菊
池
章
太
氏
が

道
教
の
終
末
思
想

（

講
座

道
教

巻
四
、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
あ
げ
て
い
る
資
料

の
み
な
ら
ず
、
貴
重
な
見
解
の
多
く
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

２

中
華
書
局
、
三
一
九
三
頁

３

中
華
書
局
、
二
四
九
八
頁

４

中
華
書
局
、
二
五
〇
二
〜
二
五
〇
三
頁

５

平

秀
道

緯
思
想
と
仏
教
経
典

（

龍
谷
大
学
論
集

三
四
七
、
一
九
五
四
年
）

６

重
修
緯
書
集
成

巻
六
、
明
徳
出
版
社
、
五
〇
頁
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７

重
修
緯
書
集
成

巻
一
下
、
明
徳
出
版
社
、
一
〇
七
〜
一
〇
九
頁

８

魏
書

巻
四
下
、
中
華
書
局
、
九
七
頁

９

高
僧
伝

巻
一
、
大
正
五
〇
、
三
二
四
下

10

出
三
蔵
記
集

巻
一
三
、
大
正
五
五
、
九
六
中

11

高
僧
伝

巻
五
、
大
正
五
〇
、
三
五
三
下

12

菊
地
氏
前
掲
論
文
参
照

13

大
正
二
一
、
四
九
七
下
〜
四
九
八
下

14
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15

月
光
童
子
信
仰
と
月
光
童
子
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
砂
山

稔

月
光
童
子
劉
景

の
反
乱
と
首
羅
比
丘
経

（

東
方
学

五
一
、
一
九

七
六
年
）
参
照
。

16

大
正
一
四
、
八
一
九
中

17

道
宣
撰

広
弘
明
集

所
収
、
大
正
五
二
、
一
九
七
下

18

高
僧
伝

巻
五
、
大
正
五
〇
、
三
五
二
中
〜
下

19

五
一
八
年
以
前
、
北
魏
に
お
い
て
仏
教
的
要
素
を
含
ん
だ

緯

に
も
と
づ
く
反
乱
が
あ
い
つ
い
で
い
る
。
こ
の

新
集
疑
経
偽
撰
雑

録

は
そ
れ
ら
の
反
乱
に
影
響
力
を
も
っ
た
文
献
を

非
正
統
仏
教

と
し
て
位
置
づ
け
る
目
的
も
含
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

20

大
正
五
五
、
三
九
上
〜
中

21

菊
池
章
太

甲
申
大
水

｜
東
晋
末
期
の
図

的
道
経
と
そ
の
系
譜
｜

（

東
方
宗
教

八
七
、
一
九
九
六
年
）

22

大
正
一
二
、
一
一
一
九
上
〜
中
。
な
お
大
正
八
五
、
一
三
五
九
上
〜
中
に
所
蔵
の

仏
説
小
法
滅
尽
経

の
欠
落
部
分
は
、
こ
の

仏
説

法
滅
尽
経

に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

23

砂
山
氏
前
掲
論
文
参
照
。
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